
【協力機関】

日 程

募 集 人 数参 加 費

※ジェトロメンバーズの皆様は10%割引
※現地までの渡航費、宿泊費、食費は含まれません。
移動手段は、ジェトロがフライト・船等を推薦いたします
ので、各自で手配いただくようお願いします。

申 込 締 切

https://www.jetro.go.jp/events/iid/98eb84a8cad5842e.html◆お申込みはこちら→

※応募者多数の場合は、締め切らせていただきます。

①リバースピッチ 自社の課題や協業希望にあった各国スタートアップを発掘するため、英語でアピールする機会を提供します。

②商談会 日本企業との協業をめざす海外スタートアップとのマッチング機会を提供します。

③ネットワーキング オープンイノベーションに積極的なスタートアップや団体との交流の場を提供します。

メインプログラム

本ミッションは、海外のスタートアップとの協業を目指し、上記北欧3カ国にミッションを派遣します。
オープンイノベーションに積極的な日本企業を対象とし、各地域で英語でのリバースピッチ・海外スター
トアップとのビジネスマッチング・現地エコシステムのプレイヤーとのネットワーキングを主とした商談
型のミッション行程となります。
（視察目的でのご参加はお断りさせていただきます。）

概 要

訪 問 地 域

◆IoT、AI、モビリティ等のスタートアップとの協業を目指す日本企業
◆自社の課題や協業希望（分野・形態）を明確に提示したピッチ・商談ができる企業
※１お申し込み時に参加対象に沿ったピッチデッキをご提供いただき、上記条件を満たしているか審査させていただきます。

（申込時にご提出いただくピッチデッキは、日本語でも可）
※２協業意思がなく、純投資のみを目的とする企業やVCの方は、参加をお断りする場合がございますので、ご了承ください。

参 加 対 象

【ミッションに関するお問い合わせ先】

独立行政法人日本貿易振興機構

イノベーション・知的財産部イノベーション促進課

担当：阿部、吉田

E-mail: IID@jetro.go.jp

〒107-6006 東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル6階

mailto:IID@jetro.go.jp


天災地変、戦乱、暴動、現地の運送・宿泊機関等の旅行サービス提供の中止、官公署の命令その他のジェトロの関与し得ない
事由により、本ミッションの実施が困難になった場合または本ミッションに係る旅行の安全性または旅行目的の達成が危惧さ
れる場合、本ミッションを中止することがあります。上記記載の事由等によりミッションが中止された場合、お客様ご自身で
手配された航空券等のキャンセル料その他の経費・損害をジェトロが補填することはいたしませんのでご了承ください。

【行程表（予定）】※各地域での集合場所が異なりますので、ご注意ください。

詳細は参加企業決定後、各社にご連絡致します。

※ミッション行程につきましては、状況により変更になることがあります。

9月30日
(月）

AM

PM

集合場所：ストックホルム市内
スウェーデンのオープンイノベーション事例紹介

【①参加企業によるリバースピッチ】

【②現地スタートアップ等とのビジネスマッチング】
【③ネットワーキング】
解散場所：ストックホルム市内

10月1日
(火）

AM

PM

ストックホルム→ヘルシンキ（フライト）移動（各自手配）

集合場所：エスポー市内
【現地アクセラレータ・大学等訪問】現地スタートアップとの交流
解散場所：エスポー市内

10月2日
(水）

AM

PM

集合場所：ヘルシンキ市内
【インキュベーター（Maria 01予定）訪問】
【①参加企業によるリバースピッチ】
【③ネットワーキング】
【②現地スタートアップとのビジネスマッチング】
解散場所：ヘルシンキ市内

10月3日
(木）

AM

PM

へルシンキ→タリン（船またはフライト）移動（各自手配）

集合場所：タリン市内
【エストニア・エコシステムに関するプレゼンテーション】
【インキュベーション施設(タリン工科大学が設置するMektoryを予定）訪問】
【現地スタートアップ等からのピッチ】
解散場所：タリン市内

10月4日
(金)

AM

PM

集合場所：タリン市内
【①参加企業によるリバースピッチ】
【②現地スタートアップ等とのビジネスマッチング】
【③ネットワーキング】
解団式
解散場所：タリン市内

高度にデジタル化した社会を背景に、Ericsson(通信)、ABB(機械)、Volvo(自動
車)をはじめとした大企業とスタートアップの協業が積極的に行われています。首
都ストックホルムは、人口一人当たりのユニコーン企業数でシリコンバレーに次ぐ
多さを誇り、 SpotifyやKing、Klarnaなど多数のユニコーンを輩出してきました。
また、社会的課題の解決やSDGsの達成に向けた活動も盛んです。

企業・研究機関・大学発の優れたアイディアやテック人材が豊富で、毎年4,000社
のスタートアップが創業していると言われています。毎年各国から20,000名以上
の来場者、3,000社超のスタートアップと約1,800人の投資家が参加し、世界の耳
目を集める欧州最大規模の祭典「Slush」が誕生したヘルシンキに加え、NOKIAや
多数の起業家を輩出し続けるAalto大学を抱えるエスポーを訪問予定です。

スカイプ出身者を中心とするスタートアップ・エコシステムが形成されており、政
府が電子化を積極的に推し進め、EUのデジタル経済・社会指標（DESI）では電子
政府の活用においてEUトップに位置しています。世界初の電子市民制度（e-
Residency）を導入し、オンラインで企業設立・行政手続きが可能なことやNATO
のサイバー防衛拠点（CCDCOE）が置かれるなど注目を集めています。

スウェーデン

フィンランド

エストニア

北欧では、IoT, AI, Digital, Smart&Clean, Mobility等の各分野において
イノベーションが盛んです。

エコシステム
概 要


